第２３回　複合材料セミナー

　　活気ある明るい地球へ、炭素繊維が出来ること　　　　
〈 趣 　旨 〉

炭素繊維は1970年代に上市されて以降、順調に市場を拡大してきました。「軽くて強い」という特長を生かし、70～80年代を通じて航空機、スポーツ用途での市場を広げてきました。90年代後半からはエネルギー、輸送機器、産業機械関連等の産業用途での需要増加もあり、現在まで需要拡大が続いています。近年、航空機用途は本格的なＣＦＲＰ時代に突入しつつあります。また、産業用途においては圧力容器、風力発電、燃料電池、太陽電池向けシリコン製造るつぼ等のエネルギー分野、耐震補強、橋梁等の土木・建築分野、自動車外板、ドライブシャフト、船舶船体などの輸送機器分野、ロール、ロボットハンド、大型・精密工作機械部品等の産業機械分野等で実用化が着実に進んでいます。このように炭素繊維はその優れた特徴を活かし、省エネ、環境保全、安全に役立つ素材として発展してきました。
さて、今回で23回目を迎えます本セミナーでは、今後ますますの発展が期待される自動車用途や航空機への展開、炭素繊維による環境浄化の現状、最先端の複合材料製品製造技術など、活気ある明るい地球を築き上げていく為に炭素繊維が出来ることを具体化するテーマを設定しました。
是非、この機会をお見逃しなくご参加いただきますよう、ご案内申し上げます。
· 日　時　　２０１０年２月１９日（金）　　　　　
10:00～18:00  （セミナー）



18:15～19:30　（懇親会）

· 会　場　　コクヨホール　〒108-8710 東京都港区港南１－８－３５　　　TEL.03-3450-3712
［交通］ 　品川駅　港南口
…………………………………………………………　申込方法　…………………………………………………………

◎申込先　複合材料セミナー事務局　　　　　　　　　　　　　 　　◎定　　員　300名

　　　　　〒103-0023 東京都中央日本橋本町3-1-11 繊維会館7F　　◎支払方法　銀行振込

　　　　　日本化学繊維協会内　炭素繊維協会　　　　　　　　　　　　　三菱東京ＵＦＪ銀行　八重洲通支店　普通 １９５７４８８

　　　　　TEL 03-3272-7108  FAX 03-3246-0823                               口座名義：炭素繊維協会

　　　　　（FAXにて参加申込書をお送りください）　　　　　　　　　　　　　　 

◎参加料　１名につき（テキスト・昼食代・懇親会費・税込みです。）
1． 一　　　般　　　　　　　　　　　20,000 円

2． 官公庁・学校関係者　　　　　　　15,000 円

3． 学　　　生　　　　　　　　　　　 3,000 円　　　　参加証・会場への略図は後送いたします。

　　　　　　　　          参加申込書＜第23回複合材料セミナー＞　　　　　      　     　　年　　月　　日
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	＜申込先＞　日本化学繊維協会内     　     〒103-0023 東京都中央区日本橋本町3-1-11   繊維会館7F

　　　　　　　　炭  素  繊  維  協  会　　   　　　　　　　TEL. 03-3272-7108  FAX. 03-3246-0823


	「第23回　複合材料セミナープログラム」
	平成22年2月19日（金）

	

	主催者挨拶
	[10:00～10:05]

	

	1. ＰＡＮ系炭素繊維の現状と将来　　（副題：環境配慮型社会と炭素繊維の可能性）
	---------------[10:05～10:50]

	
	PAN（ポリアクリロ二トリル）を主原料とするPAN系炭素繊維は、軽量、高強度、高弾性率、導電性といった優れた特性が評価され、航空・宇宙、一般産業、スポーツレジャー分野で広く採用されている。本講演では、温暖化ガスの大幅削減を目指す環境適応型社会におけるPAN系炭素繊維の用途開発の現状と将来展望について用途例を交えて紹介する。
	三菱レイヨン株式会社

炭素繊維・複合材料事業部長
　立林　康巨　氏

	

	2. ピッチ系炭素繊維の現状と将来
	---------------[10:50～11:35]

	
	炭素繊維は優れた機械的性能と、炭素質であることから得られる多くの特徴を併せ持つ素材である。ピッチ系炭素繊維は原料による性状の違いと繊維形態の違いによって、その多機能性の利用の仕方が変わってくる。各種ピッチ系炭素繊維の特徴についての説明と、それらの用途展開について述べる。
	大阪ガスケミカル株式会社
CF材料部 PC開発センター所長
　　奥田　健二　氏

	

	3. 炭素繊維による運輸部門の省エネルギー戦略と技術課題
	---------------[11:35～12:20]

	
	環境・エネルギー・経済問題の制約の中、途上国での大量需要ポテンシャルへの対応と先進国での新たな需要（サービス）創出の両面を考え、炭素繊維関連の中長期的な技術課題を整理する。特に、電気自動車では車体軽量化が二次電池やモーターの減量に効果的であり、炭素繊維が低炭素社会の早期実現と同時に省資源に大きく貢献することを紹介する。
	東京大学　工学研究科
システム創成学専攻　教授
高橋　淳　氏

	

	昼食
	[12:20～13:00]

	

	4. 炭素繊維を使った水浄化技術
	---------------[13:00～13:45]

	
	炭素繊維への微生物親和性を活用した水浄化技術は、環境水の透明度向上、有機性汚濁物の分解、魚介類の蝟集、産卵場など、日本各地で実施されている。公共事業などにも採用され、多数の成果をあげている。一方、リンを含む水の浄化は、炭素繊維と金属鉄を接触させることで、水中に溶解しているリンや窒素を除去することが可能となった。
	群馬工業高等専門学校
物質工学科　特命教授　　　　　　

小島　昭　氏

	

	5. MRJ開発と炭素繊維複合材料
	--------------[13:45～14:30]

	
	三菱航空機㈱は、YS-11以来の国産開発民間機となるリージョナル機MRJを現在鋭意開発中である。重量軽減、整備性向上を狙って、当初、主翼、尾翼、舵面等の主要構造に大幅に炭素繊維強化複合材を適用することで開発を進めてきた。詳細検討を進めた結果、主翼への適用は現技術ではリスクが大きいため金属材に仕様を変更した。これらも含めＭＲＪの開発状況を紹介する。
	三菱航空機株式会社
顧問
　小祝　弘道　氏

	

	6. レーシングカー技術でつくるカーボンコンポジット製品
	--------------[14:30～15:15]

	
	(株)童夢カーボンマジックは、30年に及ぶレーシングカー開発で培われた複合材料活用技術を駆使し、自動車に限らずさまざまな分野の工業製品や部品の性能向上を追求している。特に近年の省エネルギー・軽量化ニーズに応えた新規開発製品における成果について事例を紹介するほか、複合材料の新規適用における課題を紹介する。
	(株)童夢カーボンマジック
代表取締役　社長
　奥　明栄　氏

	

	コーヒーブレイク
	[15:15～15:30]

	

	7. 溶射による炭素繊維複合材料の表面改質技術
	--------------[15:30～16:15]

	
	炭素繊維複合材料は軽量、高剛性等の特長を持ち、機械装置のコンパクト化、省エネ等の要求に答え、近年様々な分野で適用されている。しかしそれ単体では、摩耗など各種環境に耐えない場合があり、表面改質が必要とされている。当社は溶射法による表面改質技術を開発した。本講演では溶射技術の概要、溶射皮膜の特長、炭素繊維複合材料への溶射施工方法及び適用事例について紹介する。
	トーカロ(株)　明石工場
技術部　生産技術課
　永井　正也　氏

	

	8. 金属と炭素繊維複合材料の接着技術
	--------------[16:15～17:00]

	
	著者は０６年「ＮＡＴ（Nano adhesion tech.）」とする金属合金同士の接着技術を発明した。金属の表面形状表面物性に条件を付けた上で１液性熱硬化型接着剤を使用する。市販エポキシ接着剤を使用しても６０～７０ＭＰａの驚異的せん断破断力を与えた。現在、ＮＡＴを金属とＣＦＲＰの接着力確保に使用し各種基礎研究実用化研究を進めている。
	大成プラス株式会社　

技術本部　技術開発部　部長
安藤　直樹　氏

	

	9. （仮題）英国における複合材料分野研究開発の現状
	--------------[17:00～17:55]

	
	フェイ・スミス博士は、２００６年より英国政府貿易・投資総省の先端材料セクター専門官を務め、海外とのビジネス促進のため英国政府に助言を行っている。本講演では、英国の複合材分野のビジネスおよび研究開発の現状について技術的な観点から紹介する。
	UK Trade & Investment

Sector Specialist
Performance Engineering and Materials
Faye Smith　氏

	

	懇親会
	[18:15～19:30]


主催：炭素繊維協会　協賛（50音順）：(社)強化プラスチック協会、(財)次世代金属･複合材料研究開発協会、

(社)繊維学会、先端材料技術協会、炭素材料学会、(社)日本材料学会、(社)日本セラミックス協会、日本複合材料学会




























































